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静岡県連盟総会・表彰式開催
日 時：5 月16 日㈯　会 場：静岡市東部勤労者福祉センター（清水テルサ）

　５月１6日(土)、静岡市東部勤労者福祉センター
（清水テルサ）において、ボーイスカウト静岡県連
盟の年次総会と表彰式が開催されました。
　表彰式では、富士章受章スカウトの顕彰、日本連
盟のたか章、かっこう章、感謝盾受章者の紹介、県
連盟の感謝章、感謝状、たちばなダイアモンド章、
特別有功章、有功章の表彰が行われました。
　総会では、川勝連盟長の「この夏開催される
第23回世界スカウトジャンボリーに参加することは
名誉なことである。他国のスカウトと交流し、他国
の歴史、習慣を理解し、外国スカウトが、日本に来
てよかった、また来ようと思ってもらえるように開催
国スカウトとして頑張ってほしい。静岡県のスカウト

は、富士の国を支える人材となるように活動に励
んでほしい。」とのメッセージが、前澤副連盟長か
ら披露されました。続いて、県連盟の副連盟長で
あり、ボーイスカウト振興国会議員連盟事務総長、
世界スカウト国会議員連合会長でもある塩谷立衆
議院議員はじめ、多くのご来賓から静岡県連盟の
指導者の奉仕に対する感謝とスカウトに対する激
励と期待のご祝辞をいただきました。
　議案審議では、杉山繁理事（清水地区）が議
長に選出され、右記の議案につき審議が行われ、
承認されました。なお、第3号議案承認後開催され
た理事会で、前澤侑新理事長が選出され、総会
に報告されました。

出席者全員で“おきての唱和”
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日本連盟表彰受章者の皆さん

平成27年度　議　案
第１号議案
　平成26年度  事業報告及び承認を求める件
第２号議案
　平成26年度  収支決算報告及び承認を求める件
第３号議案
　理事及び監事の選任に関する件
第４号議案
　平成27年度  事業計画案及び承認を求める件
第５号議案
　平成27年度  収支予算案及び承認を求める件

報告事項
　1　県連盟役員　　2　名誉役員
　3　各種委員会

◆スローガン
　地域社会に根ざす
　　　　　スカウト運動の推進
◆重点目標
　1 節度ある行動と実践
　　　おきてを忠実に実践しよう

　2 未来を担う指導者の育成
　　　ユース年代の活動に支援しよう

　平成33年（2021年）
　静岡県連盟百周年に向けて

ユースチームの皆さん
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ボーイスカウト
静岡県連盟理事長就任に
当って

ボーイスカウト
静岡県連盟理事長就任に
当って
　平成27年5月16日、ボーイスカウト静岡県連盟の定時総会が
静岡市清水区の東部勤労者福祉センター清水テルサで開催
されました。
　その定時総会に於いて土山理事長の後継者として私

（前澤　侑）が選任されました。
　私としては、その重責を背負って果たして皆さんの期待に応えられるかいささか不安であ
りますが、周囲の皆様の協力が得られれば、就任する以外ない、と判断し決断いたしました。
　私はそれまで、県連盟の副連盟長としてボーイスカウトに関わってまいりましたが、これま
ではボーイスカウト活動の応援団的立場でありましたので、どちらかというと気楽でありました。
しかし、今度は立場が全く逆で、活動の主役となり常に批判を受ける立場となる訳で私に
とりましては、重い決断をせざるを得ないのであります。
　いずれにしても理事長をお受けした以上、私なりに与えられた任期を精一杯務める所
存でありますので、皆様の限りないご協力をお願い申し上げる次第でございます。
　さて現在のボーイスカウト活動の状況をみますと、多くの課題を抱えております。特に日本
全国の課題でありますが、スカウトの減少や指導者の充実、運営費の不足など重要課題
が山積みしています。これらの課題は静岡県だけの問題でないことは勿論ですが、関係者
が英知を結集して取り組まなければならないと考えているところであります。
　それから、これ迄静岡県連盟が宣言してきたスローガン、即ち地域社会に根ざすスカウト
運動の推進はこれからも継承していくことにしたいと思っています。
　また、私がいつも思っておりましたのは、ボーイスカウト活動による奉仕活動や社会貢献
の活動などは、マスコミがもっと取り上げていい筈と思っています。それは我々の努力不足
かもしれませんが、ボーイスカウト活動は我々の地域社会を守り育てる有徳の人材を創る最
も有効な手段である筈であり、保護者の皆様にも自信と誇りを
もってボーイスカウト活動にあたってほしいと願っています。
　結びに本年夏、山口県きらら浜で開催される世界スカウトジャン
ボリーは静岡県から300名余のスカウト、指導者が参加する予定
になっております。世界との交流を通して大いなる成果を得られ
ますよう、心からお祈り申し上げ、私の挨拶とさせていただきます。

ボーイスカウト
静岡県連盟理事長就任に
当って

ボーイスカウト
静岡県連盟理事長就任に
当って

前澤　侑
まえざわ すすむ
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平成 27 年度　静岡県連盟役員　
No. 役　 　　　　職 氏 　　　　名 備考（担当、地区等）

1 連盟長 川
か わ か つ

勝 　 平
へ い た

太
2 副連盟長 塩

し お の や

谷 　 　 立
りゅう

3 副連盟長 渡
わ た な べ

辺 　 　 周
しゅう

4 理事長 前
ま え ざ わ

澤 　 　 侑
すすむ

5 副理事長 花
は な ば た

畑 　 金
か ね み ち

亨 （兼）総務委員会委員長
6 副理事長 村

む ら ま つ

松 　 武
た け ひ ろ

博 地区委員長会担当
7 副理事長 仲

な か だ

田 　 　 始
はじめ

8 業務執行理事 戸
と だ

田 　 正
ま さ あ き

明 県連盟コミッショナー（兼）コミッショナー委員会（兼）名誉会議議長
9 業務執行理事 脇

わ き さ か

坂 　 　 茂
しげる 事務局長

10 業務執行理事 松
ま つ な が

永 　 伸
し ん や

弥 指導者養成委員会委員長
11 業務執行理事 西

に し む ら

村 　 清
せ い や

矢 プログラム委員会委員長
12 業務執行理事 土

つ ち や ま

山 　 惟
ゆ い し

之 組織拡充委員会委員長
13 業務執行理事 松

ま つ だ

田 　 　 茂
しげる 広報委員会委員長

14 業務執行理事 脇
わ き さ か

坂 　 英
え い こ

子 安全委員会委員長
15 理事 松

ま つ し た

下 　 喜
よ し ひ こ

彦 外部理事（学識経験者）
16 監事 小

お が さ わ ら し ろ う

笠 原 四 郎
17 監事 市

い ち か わ

川 　 未
す え お

男
18 地区委員長 森

も り た

田 　 文
ふ み あ き

明 伊東地区
19 地区委員長 土

つ ち や ま

山 　 惟
ゆ い し

之 三島地区
20 地区委員長 川

か わ し ま

島 　 一
い ち ろ う

郎 沼駿地区
21 地区委員長 藤

ふじまがり

曲 　 敏
と し は る

春 御殿場・小山地区
22 地区委員長 杉

す ぎ や ま

山 　 　 満
みつる 富士地区

23 地区委員長 野
の な か

中 　 　 仁
ひとし 富士宮地区

24 地区委員長 畠
はたけやま

山 　 幸
こ う き

喜 清水地区
25 地区委員長 北

き た む ら

村 　 　 誠
まこと 静岡地区

26 地区委員長 川
か わ む ら

村 　 　 進
すすむ 志太地区

27 地区委員長 鈴
す ず き

木 　 隆
た か は る

春 島田地区
28 地区委員長 牧

ま き の

野 　 勲
い さ お

夫 掛川・袋井地区
29 地区委員長 鈴

す ず き

木 　 　 均
ひとし 磐田地区

30 地区委員長 西
に し む ら

村 　 清
せ い や

矢 浜松地区
31 地区委員長 佐

さ と う

藤 　 　 誠
まこと 浜松東地区

32 地区委員長 今
い ま む ら

村 　 春
は る ゆ き

幸 浜北・天竜地区
33 県連盟副コミッショナー 小

こ ば や し

林 　 　 透
とおる

34 県連盟副コミッショナー 佐
さ と う

藤 　 清
き よ こ

子
35 県連盟副コミッショナー 志

し が

賀 　 裕
ひ ろ ひ と

人
36 県連盟副コミッショナー 植

う え た

田 　 明
あ き こ

子
37 県連盟副コミッショナー 池

い け が や

ヶ 谷 充
み つ ひ ろ

寛
38 県連盟副コミッショナー 堀

ほ り う ち

内 　 正
ま さ は る

治
39 名誉会議議員 藤

ふ じ た

田 　 和
か ず お

夫 三島地区
40 名誉会議議員 鈴

す ず き

木 　 孝
た か は る

治 富士地区
41 名誉会議議員 瀧

た き し ま

島 　 三
さ ぶ ろ う

郎 静岡地区
42 名誉会議議員 兼

か ね こ

子 　 孝
た か ひ ろ

宏 磐田地区
43 名誉会議議員 松

ま つ だ

田 　 怡
よ し お

男 浜松東地区
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平成27年度 組織拡充大会 開催
昨年の開催を踏まえ、今年も県連総会に先立って
組織拡充大会が開催されました。

一番団顕彰
　今年度から新たな団顕彰制度が発足し、それぞ
れの分野で昨年4月と本年4月の登録数を比較し一
番の団の顕彰が行われました。

パネラーの皆さん

指導者登録増加数・・・・・・・・・・・・・・藤枝第２団
指導者登録増加率・・・・・・・・・・・・・・吉田第２団
友情章申請数・・・・・・・・・・・・・・・・・・大仁第１団

【各分野の一番団】
登録数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 浜松第１２団
登録数増加率・・・・・・・・・・・・・・・・・・浜松第６団
スカウト登録増加数・・・・・・・・・・・・・・大仁第１団
スカウト登録増加率・・・・・・・・・・・・ 磐田第１０団

〜パネルディスカッション「奮闘団に学ぶ」〜
伊東第5団（登録者64名）山口康裕さん
地域に溶け込むスカウト活動を目指して
　地域の団体が参加する学校行事にスカウトのブー
スを設け、スカウトによるロープ講座、ネイチャーゲーム
を展開。施設の行事、市の行事、地域の行事に参
加。地域の病院長が、長年の活動に感激し支援を
いただけるようになった。

浜松第24団（登録者96名）波切浩昭さん
連携による組織活性化事例
　2年ほど前から曳馬協働センターやNPOとの連携
で組織拡張に取り組む。
　連携団体がいろいろな場面で宣伝してくれる。単
独では不可能なイベントが可能となる。財政的支援も
得られる。他団体との連携は有効な手法と感じている。

コーディネーター・
組織拡充委員会・
稲野吉弘さん
　大きな団ではなくても、
頑張っている団の話が
聞けた。スカウト減少の要
因は自分たちにある。気
力がなくなっている。現状
を変えるには、行動する
しかない。

金谷第1団（登録者69名）田中清司さん
スカウト増を目指して
　公民館活動への参画、地域教育推進協議会に
参加、子ども体験遊びリンピックの活用などで仲間を
増やす努力をしている。

浜松第1団（登録者47名）小林博之さん
上進率100%に向けて
　23WSJ参加率がBS43%、VS50%、RS67%。上
進率は、BS⇒VS、VS⇒RSともに100%。スカウトに
は事前、保護者には事後にプレゼンテーションを実
施。VS隊を活発にするにはBS隊の活動が重要。
VSではLINE、DOROPBOXを活用している。
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さあ、いよいよスカウトの祭典「２３ＷＳＪ」が始まります！

　「２３ＷＳＪ」が、７月２８日から１１日間にわたり、山口きらら浜で開催されます。ジャンボリー会場の整地作業や施
設の準備が着 と々進められ、開会の時を待っています。静岡県連盟の派遣隊が所属する「サブキャンプ富士」の
キャンプサイトは、防災公園として整備された区域にあり、舗装された道路・芝が植えられた広場・常設トイレなど、
素晴らしい環境です。派遣隊の皆さん、世界のスカウト仲間との愉快な交流を楽しんできてください。

ＷＳＪ参加隊・第２回訓練集会を終えて
　第23回ワールドスカウトジャンボリーの開催がいよい
よ迫ってきました。私達静岡第４隊は静岡、志太、掛
川袋井の３地区のスカウトで構成しています。第２回
目の訓練集会を５月２～３日、一泊二日の舎営で行
いました。場所は焼津の団の指導者のお知り合いの
お寺をお借りしました。
　午前中は基本動作、国旗掲揚と降納、竹材を
使った結索、ゲーム立案を班で交代しながら実習し、
午後は「よさこいソーラン」の練習をしました。パソコン
でYouTubeの映像を確認しながら少しわかっている
スカウトが先頭になって皆で練習しました。踊りを思
い出しながらの展開で中々進みませんでした。
　練習はここまでとして休憩をはさんで「フードフェス
ティバル」の出し物を班で話し合いました。色々な案
が出てきて日本や静岡の食を紹介する内容が立案

されました（大丈夫かな？うまくいくかな？）。夜は英会
話のポイントや「参加の手引き」を見ての心構えや
ルールを確認し、後半は午前中に考えた班のゲーム
を披露し合って大いに盛り上がりました。部活や授
業で遅れて参加したスカウトも入って班内のコミュニ
ケーションや隊の中の交流もできてきました。
　翌日は大会ソングの練習と「よさこいソーラン」の練
習、隊のゲートのデザインを考えるなど大会への準備
が進んだ二日間でした。スカウト達には日本で行われ
る世界大会に参加できるチャンスを生かし参加でき
ることを家族や周囲の人へ感謝し、大会には目的・
目標を持って臨むよう伝えてあります。そして達成感
を感じて終えることができるよう願っています。私達
指導者も良きコミュニケーションとチームワーク、年相
応の体力で頑張りたいと思います。
２３WSJ静岡第４隊（５０７隊）隊長・・脇坂英子
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ウッドバッジ研修所・実修所報告

おつかれさ
までした！

⃝ビーバースカウト課程　静岡第23期
◇期間:平成27年5月3日（㊐・祝）～5日（㊋･祝）　◇場所:静岡市清水　和田島少年自然の家

⃝ボーイスカウト課程　静岡第66期
◇期間:平成27年5月2日㊏～5日（㊋･祝）　◇場所:ボーイスカウト浜松　太田山野営場
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友
情
章

氏　　　名 地　区 所　　　　　　属
中 島 　 陸 斗 沼 駿 地 区 沼 津 第 ４ 団 C S 隊
西 山 あ か り 沼 駿 地 区 沼 津 第 １ ９ 団 V S 隊
村 田 　 陸 翔 沼 駿 地 区 清 水 町 第 ７ 団 Ｂ Ｖ Ｓ 隊
小 林 　 　 蓮 沼 駿 地 区 清 水 町 第 ７ 団 Ｂ Ｖ Ｓ 隊
近 藤 　 春 樹 沼 駿 地 区 長 泉 第 ２ 団 C S 隊
瀧 　 　 釉 月 沼 駿 地 区 長 泉 第 ２ 団 C S 隊
伊 原 　 渉 平 沼 駿 地 区 裾 野 第 ４ 団 C S 隊
大 場 皐 太 郎 静 岡 地 区 静 岡 第 ２ ２ 団 C S 隊
小 笠 原 琉 華 浜 松 地 区 浜 松 第 １ ２ 団 B S 隊
山 本 　 　 空 富 士 宮 地 区 富 士 宮 第 ５ 団 C S 隊
植 田 　 優 菜 島 田 地 区 島 田 第 ２ 団 C S 隊
鈴 木 　 剣 心 島 田 地 区 島 田 第 ２ 団 C S 隊
中 村 　 慶 伍 島 田 地 区 島 田 第 ２ 団 C S 隊
渡 辺 　 大 洋 島 田 地 区 島 田 第 ２ 団 C S 隊
佐 野 　 昴 輝 島 田 地 区 島 田 第 ２ 団 C S 隊
山 田 　 凌 輔 島 田 地 区 島 田 第 ２ 団 C S 隊
小 林 　 遥 香 島 田 地 区 島 田 第 ２ 団 C S 隊
藤 田 　 葉 月 富 士 地 区 富 士 第 ８ 団 Ｂ Ｖ Ｓ 隊
深 澤 亮 太 郎 富 士 地 区 富 士 第 ２ 団 C S 隊
遠 藤 　 脩 悟 富 士 地 区 富 士 第 ８ 団 Ｂ Ｖ Ｓ 隊
佐 野 　 奨 太 富 士 地 区 富 士 第 １ ４ 団 C S 隊
鈴 木 　 遥 海 三 島 地 区 三 島 第 ５ 団 C S 隊
大 川 　 楽 人 三 島 地 区 大 仁 第 １ 団 Ｂ Ｖ Ｓ 隊
平 井 　 拓 実 三 島 地 区 大 仁 第 １ 団 Ｂ Ｖ Ｓ 隊
松 田 　 悠 椰 三 島 地 区 大 仁 第 １ 団 Ｂ Ｖ Ｓ 隊
矢 田 　 久 尚 三 島 地 区 大 仁 第 １ 団 Ｂ Ｖ Ｓ 隊
矢 田 　 伊 吹 三 島 地 区 大 仁 第 １ 団 Ｂ Ｖ Ｓ 隊
吉 川 　 涼 斗 三 島 地 区 大 仁 第 １ 団 Ｂ Ｖ Ｓ 隊
高 梨 　 耀 介 三 島 地 区 函 南 第 １ 団 C S 隊
山 田 　 晴 大 浜 松 地 区 浜 松 第 ７ 団 C S 隊
長 島 　 　 蓮 浜 松 地 区 浜 松 第 ７ 団 B S 隊
松 本 　 恒 太 富 士 地 区 富 士 第 ９ 団 C S 隊
磯 野 　 彩 人 富 士 地 区 富 士 第 ２ 団 Ｂ Ｖ Ｓ 隊
山 本 　 悠 太 磐 田 地 区 磐 田 第 １ ０ 団 Ｂ Ｖ Ｓ 隊
唐 木 田 遥 希 静 岡 地 区 静 岡 第 ２ ２ 団 C S 隊

おめでとう！！35名の仲間が友情章を授与されました。
「友情章」は、君の友だちに「スカウトになろうよ！」と言って、

友達がスカウトに入るともらえる章です。
記念品はネームプレートがもらえるよ。次は君が友達を紹介して「友情章」をゲットしよう！
平成27年5月度「友情章」顕彰者名簿　　　　　　　　　組織拡充委員会
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たのしかった　たけのこほり

たのしいビーバーたい

楽しかった団レク

りゅうがしやまに行って

静岡地区　静岡第 10 団　ビーバー隊　いなむら　あみ

浜松東地区　浜松第 30 団　ビーバー隊　上村　咲喜

浜松東地区 浜松第 22 団　ビーバー隊　村松　和奏

浜松地区　浜松第 24 団　ビーバー隊　高岡　風斗

　ビーバーしゅうかいで、たけのこほりにいきま
した。しゅうごうばしょからあるいていきました。
わたしは、おねえちゃんよりたけのこをいっぱいほ
りたいとおもっていました。だけど、たけのこはほ
るのがすごくむずかしかったです。まず、たけの
こをみつけるのがむずかしかったし、つちがかた
くてなかなかほれませんでした。わたしはがんばっ
てほって、さいごは「すぽん」とぬけました。すご
くうれしかった
です。かえって、
おかあさんがた
けのこごはんを
つくってくれま
し た。 と て も お
いしかったです。

　はままつ 30 だんには、やさしいたいちょうやふ
くちょうがいます。げんきなともだちもたくさん
います。このあいだは、ビーバーのうえんで、や
さいのおせわをしました。やさいのしゅるいはじゃ
がいもとにんじんです。かつどうのタイトルがどろ
どろどろんこでした。そのタイトルのように、やさ
いのせわもしたけど、すごいどろんこになってあそ

びました。わたしはさい
しょ、どろんこになるの
はいやだとおもいまし
た。でも、やってみた
らたのしくできました。
　これからも、ビーバー
たいで、たのしくすご
していきたいです。

　5 月 16 日と 17 日に、せいしょう年の家で団レク
をしました。22 団の 40 しゅう年きねん行事として、
ビーバーはお祝のケーキを作りました。3 段がさね
の大きなケーキにろうそくを 40 本たてました。
　たまごをまぜるハンドミキサは、たのしかったけ
ど、手がいたくなりました。
　全員でハッピーバースデーを歌って食べました。
おいしかったです。
　ベンチャースカウトがすごくがんばっていたの
がびっくりしました。カブスカウトは、ご飯を作っ
てくれました。
　きねん式典のとき、みんなのまえで “ スカウトせ
んげん ” をしました。さいしょはドキドキしたけど、
うまく言えたのでほっとしました。
　22 団は、いつもげんきで楽しいです。

　ぼくは、りゅうがしやまに行ってハイキングをし
ました。のぼっているとちゅう、くだりの道とたい
らな道がありました。のぼっているとだんだん疲れ
てきたけど、ちょうじょうに近づいていることがわ
かりました。うえに行くといわがたくさんあって
いろいろなかたちのいわがありました。ちょうじょ
うに着くとくろい虫がたくさんいてご飯を食べる
のがたいへんでした。帰りの道にもいわが少しあっ
て「おにのせんたくいわ」という名前のいわがあり
ました。つかれたけど楽しかったです。
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たのしいロープあそびをしたよ
浜北天竜地区　天竜第 1 団 ビーバー隊　芦澤　碩斗

思い出にのこった事
沼駿地区　清水町第 1 団　カブ隊　岡本　祐汰

入隊して思う事
沼駿地区　清水町第 1 団　保護者　岡本　浩美

　ぼくの思い出にのこった事は、ビーバーの時
に工作で時計を作った事です。お兄さんたちが
かんたんにノコギリを使っているのを見ていて、
ぼくも使ってみたら力がなくて、なかなか切る
事ができませんでした。時計一つ作るのにノコ
ギリを使ったり、ドリルを使ったりこんなに大
へんだと思いませんでした。お兄さんたちみた
いに早くノコギリを上手に使えるようになりた
いです。
　苦労して作った時計が完成した時には、すご
くうれしかったです。今ではぼくの宝物です。
　これからも色々な事を教えてもらいながら、
たくさんの事をたいけんできたらいいなと思い
ます。

　息子が入隊してから 3 年ぐらいが経ちまし
た。様々な年代の子供たちと行動し、仲良く
なったり色々な体験をさせ、自立した大人に
なってもらいたいという願いから入隊させま
した。
　暑い中、募金活動やゴミ拾いなど嫌がって
しまうのではないかと最初は心配になったり
する時もありましたが、嫌がる所かはりきっ
て参加している息子の姿を頼もしく思えたり
します。色々な体験から何か 1 つでも得て帰っ
てくるので親としてもとても嬉しく感じてい
ます。いつも貴重な体験をさせてくださりあ
りがとうございます。指導者の方々に感謝で
す。これからもこの経験が少しでも活かされ
る事を望んでいます。息子の成長が楽しみで
す。

　ぼくは、楽しいビーバーのなかまたちとロープあ
そびをしました。本結びでロープを結んで、その上
を落ちないように歩くゲームをしました。ぼくは、
けっこう落ちました。家でもやってみたいです。カ
ブのおにいさんに８の字結びを教えてもらい、その
ロープで大なわとびもしました。長なわとびもしま
した。ぼくは、長なわとびが好きなので、じょうず
にできました。ロープでいろいろなことをやって嬉

しかったです。家でもくふうしてやってみたいです。
今日はすごく楽しかったです。
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カブの活動について
志太地区　焼津第 2 団　カブ隊　中野　優太郎

かつらぎ山ハイキング
三島地区　三島第 5団　カブ隊　西　結衣菜

　3 月 21 日、22 日に三島第５団、三島第１４団、
大仁第１団、函南第１団の４団は、三島市立箱根の
里キャンプ場で合同キャンプを行いました。一日目
は、夕方まで雨が強く降っていたので予定通りの活

動を行うことができませんでしたが、夜には雨が上
がり、キャンプファイヤーを行うことができました。
今回のキャンプファイヤーのスタンツは、新聞記事
を要約して発表するという課題が出されました。各
班、演劇を取り入れたおもしろい発表で、とても楽
しい夜を過ごしました。二日目には、団対抗でコン
パスを使ったゲームを行いました。普段、使い慣れ
ていないので苦戦した班もありましたが、良い経験
になりました。今回のキャンプは、他団のスカウト
との交流もあり、友情を深めることができて、楽し
いキャンプでした。また、優秀なスカウトも多く

参加していて参考になる
ところが多くありました。
私は４月から班長になっ
たので、今回の合同キャ
ンプでの経験を活かし、
責任感を持ってしっかり
と今後の活動をがんばっ
ていきたいです。

合同キャンプ
三島地区　函南第１団　ボーイ隊　飯塚　哲史

　 ぼ く は、
いろいろな
ロープワー
クをやって
きたけれど、
角しばりが
一番むずか
しかったと思います。角しばりは、地震や津波でそ
うなんした時に、一番役に立つ結び方だと思います。
でも、そう思うと、ロープとシートなどは、いつ
ももっていると、役に立つと思います。だから、な
るべく、地震などがきた時は、なるべくロープなど
をもってにげようと思います。でも、むずかしくて、
なかなか覚えられません。なので、がんばって、そ
の結び方をかくじつに覚えたいと思います。

　5月 17 日㈰かつらぎ山ハイキングに行きました。
今回のテーマは『新たな仲間で輪を作ろう。』です。
山の入口についたら目の前には道とはおもえないほ
どの険しい道がありました。
　山をのぼっていたら、同じ組の子にぬかされてし
まいました。組長として組をまとめていかなくては
ならないのに、私のペースが遅れてめいわくをかけ
てしまったから、つぎからは速く歩けるようにがん
ばります。やまみちのとちゅうで、ローバーのお兄
さんにせなかをおしてもらいました。そのあと、狩
野川公園で私たちがのぼる山のだんがいぜっぺきを
手でのぼっている人が見えました。私たちがその
人たちに ｢こんに
ちは！｣ や ｢がん
ばってください！｣
と言ったら返事を
してくれました。
うれしく思いまし
た。
　そしてやっと山
頂につきました！

うれしかったです。つかれがどっとおしよせてきま
した。写真をとったところに標高 452 メートルと
書いてありました。私は 452 メートルものぼった
んだなと思いました。つかれたけれどもじゅうじつ
した 1日でした。
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　ゴールデンウィークで 2泊 3 日のキャンプがあ
りました。それが私の初班長の仕事でした。
　まずは、テントやサイトの設営の場所決めからで
した。その日は私と同じボーイ 2年目の年下 1人、
今年ボーイに上がってきた 3人、合計 5人だけで
した。それでもなんとか指導者の指示の手助けもあ
りながら、建てることが出来ました。
　そして次の日、雨が降ってきました。男子テント
2つと女子テント 1つを建てたのですが、男子テン
トが 2つとも底がびしょびしょになってしまいま
した。テントの周りを見ると、ブルーシートが、テ

　（ボーイスカウト静岡第
27 団は、2015 年に創立
60 年を迎え、4 月 18 日
に記念の式典を開催しま
した。式典では団関係者
や来賓の方々からお祝い
の言葉を数多くいただき
ましたが、その中からス
カウト代表の言葉を紹介
致します。）
　今年は僕たちボーイス
カウト静岡第 27 団創立 60 周年の年にあたります。
この日を、スカウトみんなでわかちあえることをと

ても嬉しく思います。
　来賓の皆様、ご父
兄の皆様、お忙しい
中ご列席をいただき
ありがとうございま
す。
　 僕 が 27 団 に 入 団
して 1 番心に残って
いることがあります。
僕はカブ隊の時、病

ントからはみ出していました。これが原因で、水漏
れを起こしていました。
　次回は、ちゃんとテント周りをチェックして、ブ
ルーシートが出てないかも見ることと、班員を指示
して、リーダーシップをとれるようがんばっていき
たいです。

班長の仕事と反省
島田地区　島田第 6 団　ボーイ隊　小関 藍香音

気になってしまい入院していた時期があります。入
院して数日後、27 団のみんなから励ましのメッセー
ジが届きました。
　その内容は「早く退院して活動に来いよ！」とか

「またキャンプ一緒に行こうぜ！」とか、 「頑張って
病気治せよ！」とか、本当に色々な言葉をもらいま
した。何より一番嬉しかったのは、退院して久しぶ
りの活動に行った時、カブ隊のみんなが今までと変

わりなく、僕を温かく迎えてくれた事です。僕はそ
の時とても嬉しかったことを、今でもよく覚えてい
ます。
　一番辛かったことは、一昨年の第 16 回日本ジャ
ンボリー及び第 30 回アジア太平洋地域スカウト
ジャンボリーです。豪雨にみまわれてしまい一面水
浸しで難民キャンプのようでしたが、今ではいい思
い出になっています。
　今年は創立 60 周年の年ですが、次の 70 周年の
時もスカウトの制服を着て 27 団の伝統を後輩達に
伝えていけるように、頑張っていきたいと思います。
　僕は、 27 団のみんなのことを「仲間」であり「家

団創立６０周年を迎えて
静岡地区 静岡第 27 団 ベンチャー隊　西澤　寛太郎
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増やそう！ビーバー隊
志太地区 大井川第 3 団 ビーバー隊隊長　鈴木 壱彦

　最近、団員数の減少に悩んでいるリーダーの方、
多いのではないでしょうか？
　私はビーバーの隊長を 6 年、その後、カブ隊隊長
を 10 年間その間、カブ隊だけで 30 人を超えてい
た時もありましたが瞬間的に４人にまで減りました。
　Ｈ 26 年 4 月に 13 年ぶりにビーバー隊隊長をや
る事になり何とか今年の 3 月に 5 人の上進者をカ
ブ隊に送ることができました。
　ビーバー隊員が増えると友達の紹介が増えてカブ

隊とビーバー
隊の人数が増
え て い き ま
す。ビーバー
隊は個性が強
く、言う事を
聞かないし世
話もかかりま

　磐田地区では、月に２回程度、地区内のベンチャー
スカウトが集まり、ベンチャーフォーラムを開き、他の
団との交流を深めています。最近は、参加人数が減
少傾向にあるので、多くの人が来てくれるような事を考
えていきたいと思います。
　ベンチャーフォーラムは、他の団のスカウトと協力し、
意見を出し合い、プロジェクトの計画を立て、実施す
ることが大きな目標です。これまでにも、富士スピード
ウェイで行われたママチャリＧＰ挑戦やスキー訓練など
を行いました。しかし、いずれもスカウト自身が考えて
行動する事は少なかったと思いました。また、計画が
途中で中断したり失敗することも多くありました。僕
は、そんな多くの経験を活かし、ベンチャーフォーラ
ムのリーダーをやる事にしました。しかし、会議の進
行や、スムーズに話を進めるため意見をまとめる事が、
全く果たすことができませんでした。原因は、自分が
どんな風に会議を進行していこうというビジョンが全く
ないまま進めてしまった事だと気付きました。また、自
分だけで多くのことを考えてしまう事も原因だと思いま
した。リーダーを行っていく中で、自分の欠点などを
多く発見することができました。普段、何気なく参加し
ていた原隊のキャンプでも、隊長が多くの苦労をして
いる事も分かりました。自分が経験してきた多くの苦
労や発見を活かして、今後の原隊と磐田地区でのベン
チャー活動を盛り上げていきたいと思います。

アクシデント

ベンチャーフォーラム

清水地区　清水第 17 団 ベンチャー隊　西ヶ谷　康輔

磐田地区　豊田第１団 ベンチャー隊　三谷　倖平

　私は今年の 3月、東京の母の実家に帰省した際、
私は個人プログラムとして、1人での1日旅行を計画し
ました。
　行きは遅れが発生する事無く目的地に到着し昼食を
食べて、帰路に着きました。帰路では、時間があるの
でローカル線に乗り帰ることにしました。
　問題が発生しなければ、約 1時間 40 分の道程でし

族」であるとも思っています。時に些細なことで言
い争いになることもあります。ですが、それ以上に

「楽しいこと」や「嬉しいこと」があることを 27
団で学びました。僕は本当に色々な経験を 27 団で
させてもらいました。
　静岡 27 団ありがとう！ 60 周年おめでとう！！
これからもよろしく！！！

たが、始発駅を出発して約 10 分後の事でした。ある
駅で列車が空調機器の故障のため運転出来なくなっ
たので、バスにより代行運転が行われることになりま
した。
　バスの中では、自分の知っている人がおらず、自分
は孤独でした。その時、隣のスーツを着た方に ｢君は、
何処から来たの。｣ と話しかけられました、始めは、答
えるばかりでしたが、時間が経つにつれて、自分から
も話題をふっていけるようになっていきました。そして、
初めからお互いを知っていたかのように話せるようにな
りました。
　その方とは、途中まで一緒だったのでバスを降りた
後も話をしました。その
時私は、相手の方にそれ
まで感じたことのない親
近感を感じていました。
私は、この体験で人との
ふれあいが生きていく上
で、とても重要な体験だ
と気付き、これからも多
くの人とふれあっていき
たいと思いました。
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　２０１２年に静岡のボーイスカウトＯＢ会を設立、その
名を『赤沢クラブ』として隔月で懇親会を続けてきました。幸い
なことに自然体でいつしか静岡の大先輩、尾崎忠次先達の歌の
合唱をしたり昔の写真を持ち寄って
昔話をしたりしている内に、ボーイス
カウト静岡のあゆみ展や尾崎忠次

先達の資料（膨大な）の整理など活動の範囲が広がってきました。その尾崎忠
次先達の資料整理も完了し、この度『赤沢文庫』としてロブソンランチ（静岡スカ
ウトショップ）内に開設しました。どれほどの貴重な資料なのかは計り知れないも
のですが、さらに少しづつ整理しまとめ行く予定です。あゆみ展や資料整理してい
くうちに我々が感じたことは、静岡（日本）のボーイスカウト運動を創った諸先輩の
熱い思いです。『赤沢文庫』のキャッチフレーズは『そこに熱き思いの原点があ
る』です。当時の写真、先達直筆の研修資料、内外のスカウト関係資料、ジャン
ボリー関係資料…じっくり読み調べていただけるコーナーも設けておりますので
是非一度お訪ねください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤沢クラブ事務長　海野登光
　　　　　　　ロブソンランチ　
　　　　　　　　静岡市葵区一番町七番地　℡054-252-2587
　　　　　　　　営業日／毎週：木曜日、金曜日、土曜日  11時～６時

★ロブソン
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文庫オープンしました赤沢
文庫オープンしました赤沢
文庫オープンしました赤沢
文庫オープンしました

静岡駅

2年目の団委員長
御殿場・小山地区　御殿場第 3 団　団委員長　渡邉　博

　昨年初めて団委員長の
大役を受けることになっ
た。前任者が地域の区長
をやることになり、両立
が難しいとの事だった。
前任者は長年に渡り当団
の団委員長を務めて頂
き、経験豊富で人望も厚
くスカウトからも人気が
あった。それに比べ自分

は自分の子共が小 5 の時にボーイスカウトの入団を
きっかけで隊指導者、役員になったが、経験も無け
ればスキルもない。本当に自分で勤まるか不安だっ
た。地区自体が小規模の小学校の為、指導者 ･ スカ
ウト共少数であり自分が団委員長に推された以上受

けるより仕方ないと思った。前任者も団委員として
残って頂き、当地区の副委員長も兼任して頂いてい
る。どのような事でも経験は重要で、指導者であり
スカウトであり同様だと思う。我が団の役員の中に
はすでに自分の子供は卒団しても奉仕の精神でスカ
ウト活動に尽力して頂いている方もいる。それは他
地区、各団でも同様だと思う。
　ボーイスカウト活動を否定する声を聴いたことが
無い。健やかでたくましい子供は、日本の世界の宝
です。スカウトのおきてを実行し子供達と一緒に
我々指導者 ･ 役員も日々自己研鑽したい。
　誠実で友情に厚く礼儀正しく親切で快活で質素で
勇敢で感謝の心を持つことのできる子供を一人でも
増やすべく、これからも楽しいスカウト活動を推進
します。

すが、かわいいことも確かです。今年度も 2 年生 4
人と 1 年生 4 人でスタートしました。楽しい活動
をなかよく頑張って行く事で仲間を増やしていきた
いと思います。
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お し ら せ コ ー ナ ー

●期　間：平成２7年９月21日（月･祝）～23日（水・祝）舎営
●場　所：国立中央青少年交流の家（御殿場市）
●申込み：８月24日㊊まで

●期　間：平成２7年９月21日（月･祝）～23日（水・祝）舎営
●場　所：国立中央青少年交流の家（御殿場市）
●申込み：８月24日㊊まで

●期　間：平成２7年９月21日（月･祝）～23日（水・祝）舎営
●場　所：国立中央青少年交流の家（御殿場市）
●申込み：８月24日㊊まで

ウッドバッジ研修所
カブスカウト課程　静岡第６７期

ウッドバッジ研修所
カブスカウト課程　静岡第６７期

ウッドバッジ研修所
ベンチャースカウト課程　静岡第１５期

ウッドバッジ研修所
ベンチャースカウト課程　静岡第１５期

団委員研修所
　静岡第２３期
団委員研修所
　静岡第２３期
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一般社団法人 日本ボーイスカウト静岡県連盟
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　　　　　　県青少年会館内
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ボーイスカウトへのお問い合せ・入隊希望は
ボーイスカウト静岡県連盟事務局（薀 054-255-6185）まで
ホームページもご覧ください。http://bs-shizuoka.com

編 集 日 記
　「たちばな」チームに新しいメンバーが入
りました。
　新鮮な視点で、「たちばな」の充実に取り
組んでいきますので、ご協力を宜しくお願い
します。
　　　　　　　　　「たちばな」チーム一同


